
2017年12月16日

小山英之

◆大飯原発事故による被ばく
逃げる必要などない関電の過小評価

◆地震動の過小評価・ﾃﾞｰﾀ改ざん

◆”中間貯蔵”は永久のゴミ捨て場
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１．大飯原発事故時の被ばくー関電の過小評価

５km圏外で 0.03μSv/h 以下（７日間で0.005mSv以下）

平常時平均約0.05μSv/h より低い⇒逃げる必要なし

◆関電の計算

. Cs137放出量 被ばく線量率
福島事故 16,000 TBq 91 μSv/h

大飯原発事故 5.2 TBq X          .                
X=91×(5.2/16,000)=0.03 μSv/h

★91μSv/hは2011年4月6日～29日の測定値の最大値

★３月測定値・福島県測定最大ー北西6kmで1591μSv/h
・文科省 3月15日―北西20kmで330μSv/h

ーーこれらはモニタにかかった値なのでさらに大きい
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2017年11月28日 滋賀県原子力安全対策連絡協議会 資料２
http://www.pref.shiga.lg.jp/bousai/gensiryoku/genrenkyou/files/06_291128siryou2.pdf
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測定
2011年
4月6日～29日

4月29日換算値
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３月のセシウム１３７毎時放出量は

４月より数百～１千倍程度は高い
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２．内閣府の被ばく評価値

◆高浜原発被ばく（95％値）
（2015.8.31京都府地域協議会）

・５km・７日間：0.57mSv

◆大飯原発被ばく

Cs137放出量 被ばく

高浜 4.2 TBq 0.57mSv
大飯 5.2TBq            X

〇大飯事故の被ばく線量

（5km・7日間）
X=0.57×(5.2/4.2)=0.71mSv

95％値

50％値
.

被ばくの高い
気象条件５％
分を切り捨て
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３．福島事故並みの被ばく

・大飯原発事故でのCs137放出割合

＝放出量/内蔵量＝5.2 TBq / 4.3×105 TBq=0.00121%

・福島事故（1~3号機）のCs放出割合
＝3.87×104 TBq / 1.81×106 TBq＝2.13％

★放出割合の比＝2.13/0.00121＝1760

◆福島事故並みの被ばくー大飯事故・５km・７日間
0.71 mSv×1760=1,250 mSv=1.25 Sv

⇒死につながるほどの線量ーこれでも逃げなくていいのか？
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４．大飯原発事故でのCs137放出割合はなぜ低い

★ Cs137放出割合：大飯原発事故では福島事故の1/1760：この理由

・54分：格納容器スプレイ効果

・60分：アニュラス部ファン起動

⇒負圧達成

・108分：原子炉容器破損
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空冷式非常用発電機
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アニュラス部ファンを動かす電源車は
崖のすぐ傍の狭い道に置かれている

３号

４号

空冷式非常
用発電機

朝日新聞 2013.4.26 の画像に加筆



５．地震で崖は崩れないか－基準地震動の過小評価

（１）島﨑証言－2017年4月24日名古屋高裁金沢支部

「入倉・三宅式は過小評価ー大飯原発の基準地震動は未確定」

注：
E+19=1019
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規制庁は
島﨑提言
を受けて
武村式で
大飯原発
の地震動
を試算。

大飯断層面積



（２）宮腰・入倉・釜江（2015）による武村データの改ざん
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◆菊地ほか論文の福
井地震の面積300を、
入倉・三宅式の傍に
くるよう勝手に600
に引き上げた（右図
②⇒③）。
その後、誤りを認め
正誤表で元の300に
戻した。

◆三河地震について
も同様の改ざんをし
たが、まだ問題が
残っている（12月25
日大阪地裁で国が回
答）。



5560ガルで崖は崩れ、
アニュラス部ファンの
起動は60分より大幅に
遅れる可能性あり。

（３）地震モーメント⇒
加速度（ガル）のレベル

1.7倍
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・武村式により地震モーメントは
5.0E19⇒2.4E20(4.7倍)

・武村式+片岡式(横ずれ断層)によ
り短周期レベル(加速度レベル）
は入倉・三宅式+壇ほか式より

2.0E19⇒1.3E20(6.5倍)

・加速度：856ガル⇒5560ガル



６．中間貯蔵施設は永久の核のゴミ捨て場

◆関西電力：福井県知事の県外立地の要請に応えて

⇒2018年には具体的な計画地点を示す。

2020年時点で立地の申し入れをする。

◆貯蔵後に出ていく場所はない⇒永久のゴミ捨て場

〇第二再処理工場は消滅

〇六ケ所再処理工場に

運ぶかのようだが
・プールは満杯（次頁図）
・３年は操業遅れ確定
・ガラス固化に本質的欠陥
・寿命は４０年程度

〇核燃料サイクルは全体

的に破綻
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発電所
貯蔵量

(トン)

管理容量

(トン)

継続的に稼働し

た場合、管理容

量を超過するま

での年数

高浜 1220 1730 6.8

大飯 1420 2020 7.3

美浜 470 760 19.3

玄海 900 1130 3.8

浜岡 1130 1300 3.1

柏崎刈羽 2370 2910 3.1

東海第二 370 440 3.1

各原発の使用済燃料貯蔵状況(2017.6末時点)

〇高浜、大飯のプールは後７年
程度で満杯

〇六ヶ所のプールはすでに満杯

〇大飯３号２２基分の使用済燃
料の永久貯蔵による危険
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◆地震で建屋が倒れれば空冷が止まる。

◆蓋を開けて内部を点検することは許されていない。
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◆京都府知事と和歌山県知事は拒否または拒否に近い姿勢

◆中間貯蔵施設をどこにもつくらせないよう働きかけを強めよう


